
エーディーシーW32-6243IVE
��LEDモジュール、
�ELの�
��

6240A/01A/02,6243/44

�� ・Excel�のデータを	
/	�として��しながら、��に��を�います。また、 !"の��#も

%り'むことができます。

Excelシート�のデータをなぞりながら、0�された�334で	
	�5から78��します。

��と��に、	
#・	�#・9:#の��を�います。 また、��に !"の��#も��に

%り'みます。また<=に%り>けたマルチメータによる����でG!などの��もIJです。

KL65,000ステップまでのUV��ができます。��Wは、��データをリアルタイム]^します。

・	
	�5_`のランダムスイープをfgしてhijkによる mnの��ができます。I-V

・ソースメータ_`のスイープsJをtgした��ができます。

	
または	�のスイープsJにより、 mnの��ができます。その��vwを シート

に%'み、yz{に]^を�います。 _`のスイープ��では、 !"の��#を%り'むこと

はできません。

I-V Excel

6240 6241,6242,6243,6244, は、エーディーシー	の��です。

z]~�：Win Xp : Excel200dows /Vista/7 MS- 2/2003/2007

CL-200は、コニカミノルタセンシング	の��です。

ソフト�� GP-IBボード ��

W32-6243IVE-R

W32-6243IVE-N

W32-6243IVE-C

ラトックシステム�

NI�

コンテック�

240,000�
��に���は

!まれておりません。
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エーディーシー��	
	�5

コニカミノルタセンシング�¤¥ !"

CL-200

¦��§
モジュール
パッケージ

­s パネル¯

LED
LED

EL

バーコードリーダ

コニカミノルタセンシング�
¤¥ !" CL-200

ADC DC
6240A/41A/42/43/44

� 	5

PC
( )

·V¸gケーブル
コニカミノルタセンシング�

GP-IBRS-232C

USB or RS-232C

¿ ソフトウェアをfgするためには、ÃÄのハードウェアはÆてユーザÉでごgiください。)

( )ÍくてもI

１０Ðまでの
ÑÒ=にÓÔ

ADC DC�� 	5ÕÖ
6241A 32V/0.5A
6242 6V/5A

6243 32V/2A, 110V/0.5A

6244 7V/10A, 20V/4A

��の����

·VÙÚのÛÜは、それぞれの��Ýに>Þする%ßàáâをã ください。
パソコンとä��Ý3の·Vケーブルは、ユーザÉでごgiください。
 !"をパソコンと·Vするケーブルにつきましては、 !"�æçへおêいëわせください。

¿ ��#のグラフはyz{に]^を�いますが、 !��#はyz{に]^は�いません。
��í、ユーザÉで の]^sJをfgして、yîに]^してください。

)I-V
Excel

２8çバーコード コード
にはÓÔしておりません。

(QR )
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アドインの����

_`のスイープsJをfgした ��I-V
)*+は./できません。

この「スイープ」タブが?@されているEに「ＳＴＡＲＴ」をクリック

すると、PQしたスイープTUにVずきXYのZ[を\った^、

スイープを_\します。 スイープ`a^、そのcdを Excelh

にijみます。ijデータは、mnのカーソルpqからtu

vにvかってPQされます。データのij^、Excelシートhに、

yz{に|}を\います。

_`のカスタムスイープsJをfgした ��I-V

この「 」タブが?@されているEに「ＳＴＡＲＴ」をクリック

すると、

スイープ`a^、そのcdを

Excelhにijみます。

ijデータは、mnのカーソルpqからtuvにvかってP

Qされます。

)*+は./できません。

ランダム

��のランダムメモリに��されている�QリストにVづ

いたスイープ�[を\います。

Excelデータのリアルタイム��

Excelシートに、�Qする�を��にキーPQしておい

てください。

この「 Excel」タブが?@されているEに「ＳＴＡＲＴ」をクリ

ックすると、Excelhのデータがソースメータから�じ�Qさ

れ、�Eに�[が\われます。 �[を\なう��は

もこの タブを?@します。

「グラフ�」にチェックを�けると、�[�のリアルタイ

ム|}を\うことができます。

「 ¡�[Y」にチェックを�けると、�Qと�Eに

マルチメータなどの ¡�[Yのデータをiりjむこ

とができます。 ただし、パルス�Qを\う��は、

¦§¦¨©のª¡�[と�«して�[を\うことはでき

ません。

I-V-E

Excel

Kñは、このボタンで、fgするsÝ
のòóと、そのGP-IBアドレスをõ�し
てください。ÃÄをã ください。

※�
�を !したI-V-E��は、
こ のタブを()します。

I-V-E(78-79-�
:;)の����

Kñに シート�に、��するための	
#または、	�#リストをhiのö÷にキーù�します。
ú Ã Ùûにù�するÙÚと、ü ý Ùûにù�するÙÚがあります。ù�#のÿöは、「 」「 」「 」「 」などhiです。
�じ��#を�り�し��する�ëは、その��#のíろに	かっこで、�り�し��をù�します。
_ソフトは、ここでù�した��リスト#をなぞりながら	5から��し、そのつど、	
・	�・ !の��を�います。

Excel
( ) ( ) V mV A mA

ú Ã Ùûへù�した
( )

ü ý Ùûへù�した
( )

�じ��#を�り�し��する�ëは、�り�し��を	カッコで0�します。

えば、 を �、 を ��り�し��する�ëは、ÃÄのようにù�します。

¿)このù�で、 がエラーメッセージを�した�ëは、��にシングルクォーテーション
をù�して、そのíろに�#をù�してください。
【
】

¯

2V 50 5V 20
2(50)
5(20)

Excel

'2(50)

①

ここで、® ¯ uvへPQした

Eは、「¯へ」を?@し、± t

uvへPQしたEは、「tへ」

を?@します。

( )

( )

Excelシートに��#リストをキーù�します。

２µ¶�[ ４µ¶�[の¸¹を\います。/

�[Y»¼をZ[します。

XYのGP-IBアドレスをZ[します。

Excel PAUSEタブを?@しての�[で、「 」EのXY�QÅÆをÇ[します。

�[ÈÉE、１Ëだけオートゼロを\います。

6240A/41A/42だけのXÏです。

‘E’は !を�すÄ�です。
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②
fgする !"のòóを��します。そして、その����と����をõ�します。
ä !"のõ���のÛÜは、 !"に>Þする%ßàáâをã いただくか、 !"の�æçへおêいëわせください。
また、�ùしたアドインソフトにより、fgIJな !"が なりますからご¿iください。

ソフト�� ÓÔする !"

W32-6243IVE コニカミノルタセンシング� CL-200

このコンボボックスで、 !"のòóを��します。
「 」を��した�ëは、 !"の��は�わず、 mnだけの��になります。Not Used I-V

 !"のòóを��し、その����をõ�します。

ä !"の%"データを0�します。

I-V
/

/

��W、 !"の��#を%"する��をõ�します。
#い	
# 	�#で	�が$さく、%&のÒ(が)*して、
 !"での��ができない�ë、 !"の��をパスする
ことができます。
また、äステップ	
 	���の+,にゼロ��を�い、
%&の/0をクリアすることもできます。
ÛÜは、í1④⑤をã 。

RS-232C

CL-200

ÑÒTUをZ[します。

の��、ÑÒポートÔ のÕÖは、×Øできません。

CL-200の����のõ�

コニカミノルタセンシング� の�ëCL-200

CFをÚÛにして�[を\います。

ÜÝモードを で�[を\います。MULTI

àá¡をâãで�[する��、�[に./するàá¡äåをプッシュします。

CL-200

Excel

の�[リトライËãをZ[します。

シートにPQされたデータが、çèかなデータのためêëìíされる��がîïにðñするE、

ò�[を\うとêëìíのî*をóôできる��があります。

ö÷のøがùきいúûüの�[を\うE、)*+のオートレンジが þできず、�[�がçèかなデータ

となります。 こ のような��、�[のリトライによりË�できます。 �ùリトライËãの�にデータがèかな

ものになれば、�ùリトライËãまで�[を�り�すことはありません。

àá¡が、��の��にチェックを�けます。

CL-200 CL-200

PASS OK

とのÑÒテストを\い、 の
�Å�をè
します。

tのテキストボックスに「 」がìíされれば です。

CL-200 ( )のÑÒTUをZ[します。 t}



「Excel」タブを��したí、「START」ボタンで��4び��を67します。

③	
 	���と、	
 	�����をõ�します。/ /
ä��のi8のÛÜにつきましては、 シリーズに>Þする%ßàáâをã ください。624X

Excelデータ��モード
この「Excel」タブが?@されているEに「ＳＴＡＲＴ」

をクリックすると、ExcelhのデータがXYから�じ

�Qされ、�Eに�[が\われます。

Excelhのデータを¦§として�Qするか、¦¨として�Qするかを

Z[します。

¦§�QするEは、��¦¨をPQし¦¨

�QするEは、��¦§をPQします。

��の��は、XY��に�じその�Q�

にú�した�ùの���にyz{にZ[さ

れます。

�)6240A/41A/42の��は、テキストボックスを

ダブルクリックすると�2���のPQが�Ïです。

�[の��E�をZ[します。

¦§/¦¨�Q^、�[までの��E�をPQします。 ��E�
より いE�をPQした��、このE�が��E�となります。
あまりÝèではありません。パソコンのタイマでE�をカウントします。

¦§ ¦¨の�Q��E�をPQします。
あまりÝèではありません。
パソコンのタイマでE�をカウントします。
��の��は、�[^は"ちに$のステップ
へ%みます。

/

)*+を&/した �[では、こちらを?@します。�Qする¦§または¦¨�を、��に ExcelシートにPQしておく'(があります。 I-V-E

また、「�Qpq」ボタンで、)XYが�QするExcelシートhのデータpq*+をÇ[してください。 h,Z[をした^、「START」ボタンをクリックするとÇ[pqから

�$tuvにデータが�Qされ、その�[cdがmnのカーソルpqにPQされます。「�Qpq」ボタン-)

mnの�Qと�[を`a^、�E./します。 「 ＰＡＵＳＥ」を3
したまま、「ＳＴＡＲＴ」を3すと、ステップz|になります。
�4に「PAUSE」を3した^に「ＳＴＡＲＴ」を3しても、ステップ
z|になります。 「 PAUSE」を56すると、7��Qモードに8
9します。 「 Excel」タブが?@されたときのみ、ÚÛです。
PAUSE:は「XYの;<」ÕでÇ[した�QÅÆを=�します。

�Qを:>します。

Excelhのデータを�QするEの�pをZ[します。 Excelhの
データが「１００」で、「ｍＶ」をZ[すると、100mVが�Qされます。

BCをDEìíに¸り¹えます。

�Qするデータ*+pqをÇ[します。Excelhのカーソルを�Qし

たい*+pqにqいてこのボタンをクリックします。tのテキストボック

スに、カーソルpqがPQされます。テキストボックスへは、"
、G

PQも�Ïです。テキストボックスが��のÅÆでは「START」できま

せん。'ずZ[が'(です。

Hデータ�QをIaしたE、�QをOFFに
します。

./するXYの»¼がìíされます。

JLªのã�はGP-IBアドレスをìわします。

XY»¼とGP-IBアドレスのZ[は、「XYの

;<」ボタンで\います。

パルス�Qの��にチェックを�けます。

$ページ①を-)ください。

「 」ÅÆのとき、１つ�の�[�をQ6します。

ò�[を\う��に./します。

PAUSE

¦¨または¦§の�[を\うE、チェック

します。 また�[cdをExcelへPQする

Eの�pをZ[します。
�[をフリーランÅÆで\います。 �[ :、�[YはRに�
[�をìíし�けます。 Ýèな�[ ��E�が'(な��
には「FREE RUN」はçvきです。

�QデータがRにBCにìíされるように、
Excelシートをスクロールします。

TUモードにチェックを�けると、TU

�[が�Ïです。

PQしたHてのTUをロードVびセーブします。XYE�を シートにPQします。Excel

$ページ②を-)ください。

$ページ③を-)ください。

$ページ④を-)ください。

�[をオートレンジで\います。マニュアルレンジでは、

��¦¨によって]まるレンジに^[されます。

�Q�を�[�と_べて シートにPQします。Excel

a�を�[�と_べて シートにPQします。Excel

)*+の?@を\ないます。

:;�3

��<=

>?�3
¿ >?�3 @gAj�BC

BC
) 1PLC=20ms(50Hz )

=16.7ms(60Hz )
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��

��

�[データを シートへPQするEのuvを、tuv/¯uv

から?@します。

�QリストのPQuvもこの?@により×Øします。

Excel



①エラーマスクのJ�
�Qz|:、6240A/ /43/44��のエラーチェックÕÖをZ[します。41A/42

Excelhのデータを�Q:に、チェックを�けたÕÖのエラーをb�

したE、�Qz|を./します。

ÑRは、}にíすÅÆで./します。

� 「オペレート をb�する」にチェックを�けた��

�[Yリアーの PQ「 」をショートÅÆで�[をÈÉする'(があります。ショートされていないと、

オペレートが にならないため、�[がÈÉできません。 �[ :に PQがオープンになると、"ちに、

�[Yはオペレートが になります。ソフトhは、�Q�×ØEと�[_\Eに がチェックされます。

ただし、��E�が Ôhの��は、��E�:、 dに がチェックされます。

) OFF

BNC INTER LOCK

ON INTER LOCK

OFF INTER-LOCK

10sec 0.5sec INTER LOCK

③サスペンド79のJ�

②グラフの�P��のJ�

「Excel」タブを?@し、データ�Qを\う��のリアルタイム|}のugをZ[します。

グラフのタイトルをhiにPQします。��でもかまいません。

®jのデータをÇíします。

±jのデータをÇíします。

®jÖkのMAX/MINをPQします。��の��、オートス

ケーリングされます。ただし、��に�をPQし、^[スケール

にすると、|}がopに\われます。

±jÖkのMAX/MINをPQします。��の��、オートス

ケーリングされます。ただし、��に�をPQし、^[スケール

にすると、|}がopに\われます。

6240 だけのXÏです。

「IaE�QOFF」にチェックを�けた��、XYのオペレーションをOFF

にしないで、オペレーションをONのままで、サスペンドにします。

ここでは、サスペンドのEの�Q¦§をPQします。

A/41A/42A

④RS���(マルチメータX)のJ���

 ¡�[YとはGP-IBでパソコンと
�されている'(があります。(t})

 ¡�[Yからrられてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、âãのデータの��(Max10v)、データ�はコンマでw¸られている'(が

あります。

�)Hての�[YとのÑÒを�xするものではありません。

もし、 ¡�[YからデータをàけiるE、クエリーコマンドを��にrÒする'(があるE、ここにrÒする
クエリコマンドをPQします。ほとんどの��、��でOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンドz{のものでしたら、t,のコマンドのどれかが./されます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

 ¡�[YのデータàÒEにトリガが'(なE、チェックをつけます。

 ¡�[YのGP-IBアドレスをZ[します。

iりjんだデータに、t,��を\った^、ExcelへPQします。
ExcelへのPQ� = ( �[Yデータ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへPQする�ÕをここにPQします。
��の��、「 ¡�[Y」がPQされます。

�[ÈÉ�に、�[YにrÒするコマンドがある��は、ここにPQします。 ファンクションやレンジ¸¹えのコマンド

をPQします。 ÑRは��です。

�[YのデリミタをZ[します。ÑRは、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「hiコマンド」からトリガのugを?@します。

ÑRは、「GET」の?@をします。

「hiコマンド」を?@した��は、トリガコマンドをテキストボックスにPQします。

 ¡�[Yのデータに����を\うときにチェックします。 âãのデータがàÒされた��は、その Hての

データに、t,にPQした��が\われます。

パソコン

GP-IB

12.345

<=��Ý6240A/41A/42A 43 44/ /

３．９９９

 ¡�[Yのデータをã�として�うか、��しとて�うかの?@を\ないます。

ÑRは、「ã�データ」にZ[します。

 ¡�[YからâãのデータがrÒされる��、データのw¸り��をÇ[します。

��{には、「コンマ」が./されます。

·V
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④

⑤

I-V-E( ) ! ��W、 !"データ%"のパスÙÚ

ä��ステップEに、+,にゼロ��をF�します。

I-V-E

OR

の��において、	
を78�Gさせ、	�と !がIJしていきますが、	
レベルが#い�、 !"の��にLMなN?な !がÍいため、

 !"のPQによっては、 !��にRくの�3をMします。

このÍSな�3をUVするために、この#	
 Wでの !��をパスすることができます。

ÃÄのXYから、ソースメータ��#による !��をF�するZ[を0�します。 � �#がこのZ[にùったとき、 !��を�います。

\�の��#を0�した�ëは、 でsJします。

 !��をF�する��を0�します。

äステップ��Eに、その+,にゼロ��を�います。
もし、	
��の�ëであれば、%&の]^はショート Wとなり、
キャリアの`�を�います。
	���の�ëは、ゼロ��は、%&の]^がオープン Wをi8します。

	


�3

��67 ステップ��,のゼロ��

�[

�[
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⑥ I-V-E( ) ! ��vwの


「Ã」Ùûでの¤¥ !の��vw


「ý」Ùûでの¤¥ !の��vw
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:

bceは、f,にキーù�した
��	�#リストです。

:

bceは、f,にキーù�した
��	�#リストです。



��!LEDモジュールの]^��

¦��§
モジュール

­s パネル¯
LED

EL

バーコードリーダ

コニカミノルタセンシング�
¤¥ !" CL-200

ADC DC
6240A/41A/42/43/44

� 	5

PC ( )·V¸gケーブル コニカミノルタセンシング�

GP-IB

RS-232C

USB or RS-232C

¿ ソフトウェアをfgするためには、ÃÄのハードウェアはÆてユーザÉでごgiください。)

( )ÍくてもI

１０Ðまでの
ÑÒ=にÓÔ

��する�、%&のバーコードをgみ%るLMがある�ëは、
バーコードリーダをパソコンに·Vします。
バーコードリーダが)Mな�ëは、·VするLMはありません。

または、 で·Vします。
で·Vした�ëは、そのhi��をÃÄでõ�して

ください。

USB RS-232C
RS-232C

LED Excel LEDモジュールのjk��を�うためには、 タブの「  áの��」にチェックを>けます。
jk��のù�XYが�lされますから、ここにjk��のÛÜをù�します。

RS-232CÕÖのバーコードリーダを·Vした�ëは、
hiÕÖをõ�してください。

Excelタブを��します。
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① ág モジュールのjk��のù�LED

b�する¦¨�をPQします。

�ù６��の¦¨�のPQができます。

�[¦§の�[が'(な

��は、�[�をPQします。

h� t��[の��のPQ、

または、どちらか��をPQ

してください。

/

)*の�[が'(な��は、

その�[ÕÖごとに、�[�

をPQします。

h� t��[の��のPQ、

または、どちらか��をPQ

してください。

/

�[Iaし、$の��にiり¹える�、¦©の

�QÅÆを、どのÅÆを��するかを?@します。

�Q 、または、�Q から?@します。OFF 0V

バーコードリーダを./する��にチェックを�け

ます。

バーコードリーダの
�ugを、 から

?@します。

USB/RS232C

バーコードリーダを で
�した��、

そのÑÒTUをZ[します。

RS-232C

�みjんだバーコードの���から、��する��を

iり�すTUをZ[します。

また、iり�した���のそれぞれにy¡な¢£をZ[

します。

バーコードから�ù３��のコードをiり�すことができます。

�みjんだバーコードを１つのコードして��する��は、

��pq/�� さは��のままにします。

ここでのTUは、キーPQのPQコードにも¥�されますから、ご�iください。

バーコードを�みjむと�Eに

�[をÈÉする��にチェックを�けます。

チェックが¦い��は、バーコードの�j^、

「ＳＴＡＲＴ」をクリックするまで§ちます。

Hての�[TUをクリアします。

②そのpの����のù�

9/13

3 6～ ページにÄuされているàáにvって、����をÆてõ�します。

③��の67ÙÚ

Excel LED START

START

START

START

BACK

PAUSE START 1

タブを?@し、「 )öの�[」にチェックを�けたÅÆで、「 」ボタンをクリックするとt,のBCがìíされます。

このÅÆは、キーPQまたは、バーコードリーダーからの¨©コードのPQを§っているÅÆです。

キーPQ、または、バーコードからの�jを\ってください。

その^、 ボタンをクリックすると�[がÈÉされます。

ただし、「バーコード�j^、yz�[ÈÉ」にチェックが�いている��は、 ボタンをクリックする'(はÚりません。

¨©コードのPQがç(な��は、"ちに、 ボタンをクリックしてください。

「 」ボタンをクリックすると、１つ�の�[cdをQ6して、ò�[をすることができます。

「 」ボタンを3したÅÆで「 」ボタンをクリックすると、 つの�[¦¨を�[するごとに�E./ÅÆとなります。このE、「 」で

$の�[に%みます。

START
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「ý」Ùûでの jkvwù�
LED

「Ã」Ùûでのjkvwù�


④ のjkvwの
LED

LEDモジュールの��vw

LEDモジュールの��vw

78、ýÙûへù�されます。

7
8
、
Ã
Ù
û
へ
ù
�
さ
れ
ま
す



スイープ��vwが シートにù�された
Excel

��abのスイープ��でI-V��をeう

_`のスイープsJをfgした��
この「スイープ」タブが?@されているEに「ＳＴＡ

ＲＴ」をクリックすると、Z[したTUにVずき、２ª

のXYが�«をiってスイープを_\します。

スイープ`a^、そのcdをExcelhにijみます。

ijデータは、mnのカーソルpqからtuv

にvかってPQされます。

スイープIa^、データをパソコンijみに(す

るE�は、5000ステップのデータの��、«20

¬です。

¦§スイープ ¦¨スイープを¸り¹えます。/

スイープスタート¦§ ¦¨をPQします。/

スイープストップ¦§ ¦¨をPQします。

LOGスイープの��スタートとストップのÝ­

の®¯は�じにしてください。

/

LINスイープのE、ステップ¦§をPQし

LOGスイープのE、ディケード°りの�±

ãをPQします。

�）LOGスイープの��、この�はGPQ

�³ません。 ダブルクリックに よりPQ�

を×Øしてください。

��¦§ ��¦¨をPQします。/

)ステップの��E�をPQします。

パルス�Qの��は、´«をPQします。

リニア ログのスイープを¸り¹えます。

(6240 の��は、 /FIXの¸¹え)

/

A/41A/42A LIN

スイープスタート ストップ�のPQの�pを

Z[します。

/

パルスモードで�Qします。

「��E�」がパルス´«となります。

�Eにt,のTUをPQします。

スイープスタート ストップ�をµ8スイープします。/

スイープをÈÉします。

)PQÕÖの¶öは、XYに�·するi�¶ö¸
を-)ください。

./するXYの»¼がìíされます。

JLªのã�はGP-IBアドレスを

ìわします。XY»¼とGP-IBアドレスの

Z[は、「XYの;<」ボタンで\います。

R6240のパルス��の�ëだけ�lされます。
パルス��では、1Ax�の	���を�う
�ë、KyなパルスA{/パルス|などをy
z{に"}しõ�します。

6241A/42A

2nd

の��にìíされます。

クリックすると スイープのZ[が�Ïに

なります。$ページ⑤のÕを-)。

¿ このスイープでは、 !"との����はできません。)

�[データがã��して、

シートにPQされます。Excel

yz{に ¼¯が|}されます。I-V

11/13



スイープ¦§をExcelにijみます。

ðñモードが「¦§」で、「スイープ¦§」と

「スイープ¦¨」の�uにチェックを�けた

��、このスイープ¦§は、_½の�[

�でなく+��でPQされますから、_½

の�Q¦§�と¾¿Àなる��があります。

スイープ¦¨をExcelにijみます。

ðñモードが「¦¨」で、「トレース¦§」と「トレー

ス¦¨」の�uにチェックを�けた��、このスイ

ープ¦¨は、_½�[�でなく+��でPQされ

ますから、_½の�Q¦¨�と¾¿Àなる��が

あります。

¦§スイープのE、ここでPQした¦¨�

にú�した¦§�を+�し、ExcelにPQ

します。¦¨スイープの��は、¦§�の

PQになります。

�[の��E�をZ[します。
)ステップでの�[��E�をPQします。

スイープ¦§／¦¨を�uともijみÇ[

した��、yz{に|}を\います。

6240A/41A/42Aの��は、TU�での�[が

�Ïです。

�1) �[ Ia^、その�[cdを�[Yª¡のバッファメモリからExcelhにデータをiりjむのに'(なE�は、4000ステップのデータの

��、 «21secかかります。

�2) スイープ�[に Âし、��E�、パルス´«、パルスÃ、��E�、ホールドE�、ソースディレーE�、�[��E�、�[のオート

レンジ、ðñのオートレンジ ÅのÆみ�わせにより'ずしも��のTUZ[ができるとは�りません。 できるだけ Ç[した�[ができるよ

うにするため、ç ¥¸なTUZ[で�[をÈÉしようとしたとき、PQTUを×Øする(Èが\われます。

¥¸な�[TUになるように、h,TUをò*ÉÊして、�[をÈÉしてください。

�[Yのi �¶ö¸をË�し、ðñと�[の���ÕをÌÍしておくことがù¸です。

⑤6241A/42の2ndスイープのJ�

スイープステップÃを¸¹える¦§をPQします。

�ÎのスイープステップÃをPQします。

Ôtの2ÕÖのPQがÚÛな��、 スイープが\なわれます。

どちらか、または�uが��の��、 スイープは\なわれません。

2nd

2nd
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Excel�のデータをランダムスイープとして��
この「ランダム」タブが?@されているEに「ＳＴＡＲＴ」

をクリックすると、Z[したTUにVずき２ªのXYが

�«をとってランダムスイーープを_\し、その�[

cdをExcelhにijみます。

ijデータは、mnのカーソルpqからtuvにvか

ってPQされます。

Excelシートより、¦§�としてiりjむか、¦¨

�としてiりjむかを?@します。

iりjむデータの�pをZ[します。

Ïえば、Excelhのデータが「100」で「mA」

をZ[した��、100mAとしてiりjまれ

ます。

Excelhのã�データをXYのランダムメモリへ

rりjみます。

Excelhのmnのカーソルpqからtuv

にデータのiりjみをÈÉします。

セルが��になるか、5000vになると、

iりjみをIaします。

iりjんだcdは、tの�QäÐにÑÒ

されます。

5000vのデータをパソコンからXYへrÒ

に(するE�は、«20¬です。

「START」により�QするメモリäÐÓÔを

PQします。

「メモリäÐ」でZ[されたÓÔのデータのランダム
スイープをÈÉします。
��に「¦§�Q」か「¦¨�Q」かを「スイープ」
タブのðñモードを¸り¹えておいてください。
ÕのTUは、「スイープ」タブでZ[したt,の
TUにþいます。
・DC/パルス
・��E�(パルス´«)
・�[��E�
・ソースディレー
・オートレンジディレー
・スイープリバース
(パルスの��)
・バイアス�
・パルスÃ

ランダムスイープと�Eに�[を\うときにチェック
を�けます。¦§�[/¦¨�[のどちらか�uの
?@となります。

では、TU�[の?@ができます。6240A/41A/42A

�[cdをExcelへPQするときの�pをZ[します。


�されているXYの»¼をi×し、ìí
します。

�Qと�[のTUをPQするXYを?@

します。JLªのã�はGP-IBアドレスを

ìわします。XY»¼とGP-IBアドレスの

Z[は、「XYの;<」ボタンで\います。

Excelデータをランダムメモリにqr、stと��をeう

ランダムjkでスイープした


¿ このスイープでは、 !"との����はできません。)

�Q¦§ØÙ

�[¦¨ØÙ
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